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地域文化を支える幼稚園・保育園の役割
─飯田市の人形劇フェスタを事例に─

Ⅰ　問題の背景と研究の目的
本稿は，飯田市で35年間継続開催されている

市民文化活動であるいいだ人形劇フェスタ（以
下，人形劇フェスタと表記する。）を事例に，
地域文化を支える幼稚園・保育園の社会的役割
について考察することを目的としている。

幼稚園の役割は，これまで在園児への直接的
な指導が中心であった。しかし，2007年の学校
教育法改正により，幼稚園は「家庭及び地域に
おける幼児期の教育支援に努めるものである」
と規定され，地域や家庭との連携を通した地域
貢献の役割が明示された1）。また，保育所に関
しても，2001年の児童福祉法改正において，保
育士の業務の一つとして在園児の保護者に対す
る保育の指導が規定された2）。こうして，地域
の子育て支援が園および保育者の役割として法
的に位置づけられた。さらに，平成20年改定の
保育所保育指針では保育所の社会的責任が明示
された。これによって，次世代育成や世代間交
流を意図した小中学校の生徒の体験学習の受け
入れから高齢者との交流活動の展開また災害時
の救援までに及ぶ地域の公的施設としての幅広
い役割が保育所に求められるようになった3）。
そして2013年 8 月には，文部科学省がまとめた

「地域活性化への動き～活力ある地域コミュニ
ティ形成に向けて～」のなかで，教育・研究機
関が，横断的な地域の人のつながりの形成や縦
断的な文化の継承といった地域の連携をつくり
出す役割に対して，積極的に取り組むことを提
言している4）。人口減少が進行するなか，上記
のように，幼稚園・保育園には子育て支援のみ
ならず持続可能な地域の形成をめざす地域に対

する社会的役割が強く求められている。
飯田市は，人形劇を中軸とした文化政策によ

るまちづくりに取り組んできた（松崎行代，
2012）。その中核を占めるのが人形劇フェスタ
である。人形劇フェスタは，日本最大の人形劇
の祭典であり，「みる・演じる・ささえる　わ
たしがつくるトライアングルステージ5）」を理
念に，市民が参加しつくり出す市民文化活動で
ある。1979年以来35年にわたる継続開催，市内
20の全自治地区にわたり140の上演会場が設営
される広域開催，2500人を数える市民のボラン
ティア参加といった実績は，人形劇フェスタが
市民に広く浸透していることを示し，年中行事
のように地域文化の一つとして飯田市に位置づ
いている。

人形劇は幼い子どもから大人まで楽しめる舞
台芸術である。人形劇フェスタでは，就学前の
子どもを伴った親子連れが観客の中心を占めて
いる。人形劇のような一回性の舞台芸術は，観
客なくしては成り立たない。飯田市において人
形劇フェスタが長期継続開催できた要因の一つ
として，市民を中心とした多くの観客を獲得で
きたことが大きいと思われる。幼児を中心とし
た親子が人形劇を観たいと思い，実際に上演会
場に足を運んだことが，人形劇フェスタを支え
てきたといえる。また，市内全域に設営される
上演会場には幼稚園や保育園が含まれ，運営に
は地域の公民館役員とあわせ各園の保護者会も
参加している（松崎，2014）。このように，人
形劇そのものの魅力に加えて，幼稚園・保育園
の存在が，幼児をもつ親子の人形劇フェスタへ
の参加を促し，人形劇フェスタの成功に大きな
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影響を与え，飯田市の地域文化を支えていると
考えられる。

次代を担う人材育成にあたる幼稚園・保育園
は，その地域のまちづくりを理解した教育・保
育活動を展開することが，今後ますます求めら
れるようになるであろう。しかしながら，地域
社会への貢献という意識は，園や保育者にはこ
れまでのところ明確化されていないように思わ
れる。そこで本稿では，飯田市のまちづくりの
中核をなす人形劇および人形劇フェスタへの市
内の幼稚園・保育園の取り組みの実態に基づい
て，幼稚園・保育園の地域文化を支える社会的
役割を明らかにすることを目的としている。

Ⅱ　先行研究の検討と本稿の位置づけ
子育て支援事業として，菅原千鶴子他（2012）

の食育の充実をめざした幼稚園・保育園と家庭
および地域との連携への取り組み，飯島友貴

（2007）の園庭解放に向けた取り組みを挙げる
ことができるが，これらは子育て家庭のごく限
られた特定の地域の人々への貢献に終始してい
る。また，地域文化による幼稚園・保育園の地
域および家庭との連携への取り組みに関しては，
田中美幸（2011）は，親子でのミソ作りを通し
た活動を事例に，実働的な活動による親子のコ
ミュニケーションの活性化や伝統食品を扱うこ
とによる地域住民との世代間交流の意義を述べ
ている。また，井本トシミ・鶴田由美（2009）
は，地域の文化資源である昔話を活かした描画
や語りの活動を事例に，園児による文化伝承の
可能性を述べている。どちらの事例も地域の文
化財を保育内容に活用してはいるものの，活動
の内容は園児とその保護者の連携が中心であり，
幼稚園・保育園の地域社会への貢献という視点
はそこには見受けられず，教育課程・保育課程
への文化財の導入がその主たる目的となってい
る。また，石原慎司（2014）は，幼稚園・保育
園での日本の音楽伝承について幼稚園教育要領
などの関連法規から検証しているが，これも幼
稚園・保育園が果たす社会的役割についての観
点から論じられてはいない。このようななかで
長津詩織（2013）は，へき地保育所の地域住民

の結節点としての役割を考察している。長津は，
保育所はその第一義的な目的を超えた地域の福
祉センター的役割を持つと述べており，この点
は公共施設としての幼稚園・保育園の地域貢献
の役割として参考になるものだといえる。しか
し，園を地域住民の交流の場とし，全地域への広
がりをもった地域貢献の活動とはなっていない。

以上のように，幼稚園・保育園の地域との連
携に関する先行研究は，①子育て支援事業への
園の資源の利用，②園の保育活動への地域の資
源の利用，③地域の福祉センター的役割の 3 つ
に分類できる。しかし，全て事例の紹介に終わ
り，園と当事者の関係性が論じられているだけ
で地域と連携した活動の意義や重要性を概念的
に述べるにとどまっている。このためいずれの
研究も，特に①②においては，園が地域社会に
どのような貢献をしたかを検証する視点に欠け
ており，幼稚園・保育園が地域社会に果たす役
割を視野に入れた研究は，児童学や保育学の分
野では取り組まれてこなかったと言えよう。

本稿でとりあげる飯田市内の幼稚園・保育園
の人形劇の取り組みは，子育て支援事業のよう
な取り組みのきっかけが行政の施策や方針や法
的根拠に基づくものではなく，各園が人形劇の
まちづくりを進める飯田市という環境のなかに
あって自主的に取り組む活動であり，かつ，市
民全体に広がりをもつものである。

本研究では，飯田市内の全幼稚園・保育園の
園長に対して，各園での人形劇活動および人形
劇フェスタへの意識や取り組みの実態把握に関
する調査，あわせて，飯田市内の全幼稚園・保
育園の全保護者に対しての，家庭での人形劇
フェスタを中心とした人形劇観劇の経験，保護
者の人形劇に対する意識，保護者の人形劇フェ
スタへの参加の実態，地域活動への関心や参加
の実態に関する調査を実施し，調査結果の分析
を通して人形劇および人形劇フェスタという地
域文化の発展や継承に対し，幼稚園・保育園が
どのような役割を果たしてきたか考察をまとめ
る。分析にあたっては，①幼稚園・保育園の人
形劇に関する活動実態の把握とその分析，およ
び，保護者の人形劇フェスタへの意識および参
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加実態などの把握と分析を行う。その分析に基
づき，②園での人形劇への取り組みが保護者に
及ぼした影響の明確化を行い，③それらの取り
組みが人形劇のまちづくりの中核をなす人形劇
フェスタの継承や発展にどのような影響を及ぼ
したのか分析する。

Ⅲ　飯田市の幼稚園・保育園における人形劇へ
の意識および取り組みに関する実態調査
人形劇のまちづくりを進める飯田市の幼稚

園・保育園の人形劇への意識や取り組みの実態
を把握するため，園長を対象にアンケート調査
を実施した。

Ⅲ－ 1　調査概要
調査概要は以下のとおりである。

①実施期間：2014年 3 月。
②対象者：飯田市内全幼稚園 6 園（公立 1 園，

市立 5 園）・全保育園35園（公立17園，私立
18園），合計41園の園長。（園長が回答できな
い質問項目には，園長に準ずる者の回答も良
しとした。）

③質問内容：園での人形劇活動の実態，人形劇
および人形劇フェスタへの意識，人形劇フェ
スタへの参加実態など。

④配布および回収方法：飯田市健康福祉部子育
て支援課より各園に配布。回収は各園が子育
て支援課に封緘した回答用紙を提出した。

⑤回収率：58. 8％（配布41，回収24）。
⑥有効回答率：100％（回収24，有効回答数24）

Ⅲ－ 2　調査結果
Ⅲ－ 2－ 1）�幼稚園・保育園の保育活動への人

形劇の組み入れに関して
①観劇の活動

教育課程・保育課程に人形劇の観劇を組み入
れていた園は，表 1 に示したように，2013年度
は17園，かつて組み入れていた園は 1 園で，計
18園で75％だった。

また，2013年度に人形劇観劇を教育課程・保
育課程に組み入れていた園での実施回数は，表
2 に示したように，年間 2 回以上実施している

園が回答対象の17園のうち13園で75％を上回っ
た。他の地域との明確な比較はできないが，
2014年 6 ～ 9 月において筆者が訪問した大阪
府・京都府・奈良県の10園ほどに質問したとこ
ろ，人形劇の観劇は行っていないという園は 7
園，行っている園でも 2 年に 1 回程度であった。
これに比べると人形劇のまち飯田の幼稚園・保
育園では，積極的に人形劇観劇を保育に組み入
れていると捉えることができる。

飯田市教育委員会飯田文化会館人形劇のまち
づくり係では，観劇活動の実施を考えている園
に対し，プロ劇団の斡旋と補助金支出の行政支
援を実施している。そして，市内にアマチュア
劇団（小中学校の劇団を除く）が10劇団ほどあ
り園の上演の要望に応えやすい，また，保育士
対象の人形劇研修会が毎年開催され人形劇を上
演できる保育士がいるなど，恵まれた条件がそ
ろっていることで，園での人形劇観劇が容易に
実施できる環境にあることも，他の地域に比べ
観劇活動が活発に行われる要因になっていると
いえる。

②演じる活動
2013年度またはかつて教育課程・保育課程に

人形劇を演じる活動を組み入れていた園は，表
3 に示したように15園で62. 5％であった。また，
これらの園の演じる活動の具体的内容は表 4 に
示したとおりである。発表会での上演は 5 歳児
では24園中13園で54. 2％と半数以上の園が実施

表 1：教育課程・保育課程への人形劇観劇の組み入れ

n＝24　単位：園（％）
2013年度に組み入れていた 17

18（75. 0）
かつて組み入れたことがある 1
組み入れたことはない 6（25. 0）

表 2：2013年度の人形劇観劇の回数

n＝17（2013年度に観劇を実施した園）単位：園（%）
1 回 4（23. 5）
2 回 5（29. 4）
3 回 4（23. 5）
4 回 4（23. 5）
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していた。ただし，人形劇作品の上演ばかりで
なく，歌の発表にペープサート（立絵）の人形
を登場させる程度のものも含まれている。

3 歳児や保育園の未満児クラスでも，即興的
に演じるごっこ遊びや絵本などをもとに演じて
遊ぶ劇遊びなどに人形が用いられている実態が
明らかとなり，日常的な保育活動に人形や人形
劇が取り入れられていることが推察できる。

Ⅲ－ 2－ 2）人形劇の教育的意義
人形劇の観劇や演じる活動を通して子どもに

育つ力，つまり，人形劇の教育的意義について
は，表 5 に示したように，「感性」「想像力」

「表現力」「言語獲得」「創造力」「お話を理解す
る力」を 7 割以上の園が挙げた（複数回答）。
園は，人形劇を通した多面的な力の育ちを認め，
幼児にとって人形劇がふさわしい保育教材であ
ると考えているといえる。

Ⅲ－ 2－ 3）人形劇フェスタの理解
①教育課程・保育課程への人形劇観劇活動の組
み入れへの人形劇フェスタの影響
表 6 で示したように，教育課程・保育課程に

人形劇観劇を組み入れている18園のうち16園約
90％の園で「観劇活動の組み入れは人形劇フェ
スタがあることが影響している」と考えていた。
その理由（複数回答）では，表 7 に示したよう
に「人形劇フェスタがあることで保護者や子ど
もが人形劇に親しんでいる」を回答対象の16園
全園が挙げた。続いて「保育者が人形劇につい
て学ぶ機会が多い」や「保育者が人形劇フェス
タで観劇し，子どもにも観劇させたいと思う経
験があるから」など，子どもが家庭において保
護者と人形劇フェスタに積極的に参加している
だけでなく，保育者も人形劇フェスタに積極的
に参加し，子どもと保育者双方が人形劇フェス
タによって人形劇を楽しんでいることが推察で
きる。そして，このことが園での保育活動に影
響を与えていることがわかった。

②演じる活動の組み入れと人形劇フェスタ
表 8 に示したように，教育課程・保育課程に

演じる活動を組み入れている15園では，10園約
70％の園で「人形劇を演じて遊ぶ活動の組み入
れは人形劇フェスタがあることが影響してい
る」と考えていた。その理由として，表 9 に示
したように回答対象10園のうち90％の園が「人
形劇フェスタがあることで保護者や子どもが人

表 3：教育課程・保育課程への人形劇を
演じる活動の導入　　　　

n＝24　単位：園（％）
2013年度に導入していた 12

15（62. 5）
かつて導入したことがある 3
導入したことはない 　 9（37. 5）

表 4：人形劇を演じる活動の実態

n＝24　単位：園
3 歳未満 3 歳 4 歳 5 歳

即興的に演じて遊ぶ 9 12 11 11
絵本などをもとに演
じて遊ぶ 6 12 15 15

発表会で発表する 1 6 7 13
その他 3 1 4 3

表 5：人形劇の教育的意義

（複数回答）　n＝24　単位：園（%）
感性 23（95. 8）
想像力 22（91. 7）
表現力 20（88. 3）
言語獲得 20（88. 3）

創造力 17（70. 1）
お話を理解する力 17（70. 1）
人とかかわる力 14（58. 3） 
他者理解 9（37. 5） 
推察力 6（25. 0）
その他 1（ 4. 1）

表 6：教育課程・保育課程への人形劇の組み入れに
人形劇フェスタが影響しているか　　

n＝18（観劇活動を組み入れしている園）　単位：（%）
そう考える 16（88. 9）
そう考えない 2（11. 1）
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形劇に親しんでいる」を挙げ最も高い割合で
あった（複数回答）。続いて「保育者が人形劇
について学ぶ機会が多い」が50％，「保育者自身
が子どもの時，人形劇フェスタで人形劇に触れ，
よかったという経験がある」が20％であった。

保育者が人形劇についての知識を持ち指導が
できるからということ以上に，家庭において子
どもが保護者と人形劇を観る経験を重ねている
ことが，子ども自らが人形劇を演じる活動を生
起させることに影響していると考えている。
③保護者への人形劇フェスタへの参加促進の働
きかけ
表10に示したように，24園全ての園が，保護

者に対して人形劇フェスタの情報提供や参加証
ワッペンの購入案内を実施していた。

Ⅲ－ 2 － 3 ）①②で，教育課程・保育課程へ

の人形劇活動の組み入れに，子どもが保護者と
共に人形劇フェスタに参加していることが影響
していると考える園が多かったが，そのきっか
けは，園側が保護者に対し情報を提供するとい
う参加を促進する働きかけがあったからだと考
えられる。

Ⅲ－ 3　考察
飯田市の幼稚園・保育園では，人形劇の教育

的意義を理解し，観劇や演じる活動として人形
劇を積極的に保育活動に組み入れている。園は
人形劇を組み入れるにあたって，人形劇フェス
タという地域文化があり，子どもたちが保護者
とともにそれに参加して人形劇を楽しむ経験を
持っていることが影響していると考えているこ
とが明らかとなった。

表 7：教育課程・保育課程への人形劇観劇組み入れに人形劇フェスタがあることが影響していると考える理由

（複数回答）　n＝16（影響していると考える園）　単位：園（%）
人形劇フェスタがあることで保護者や子どもが人形劇に親しんでいる 16（100）
保育者が人形劇について学ぶ機会が多い 13（81. 2）
保育者が人形劇フェスタで観劇し，子どもにも観劇させたいと思う経験があるから 12（75. 0）
園が地区公演会場として地域に定着化している 6（37. 5）
保育者自身が子どもの時に人形劇フェスタで人形劇に触れ，よかったという経験がある 5（31. 3）
地元にアマチュア劇団がたくさんある 4（25. 0）
その他（飯田の文化として子どもたちに伝えていきたい） 2（12. 5）

表 8：�教育課程・保育課程への人形劇を演じる活動の組
み入れに人形劇フェスタが影響しているか

n＝15（演じて遊ぶ活動を組み入れしている園）
単位：園（％）

そう考える 10（66. 7）
そう考えない 5（33. 3）

表 9：�教育課程・保育課程への人形劇を演じる活動の組み入れに人形劇フェスタがあることが影響していると考える
理由

（複数回答）　n＝10（影響していると考える園）　単位：園（％）
人形劇フェスタがあることで保護者や子どもが人形劇に親しんでいる 9（90. 0）
保育者が人形劇について学ぶ機会が多い 5（50. 0）
人形や台本などを手に入れやすい 5（50. 0）
保育者自身が子どもの時，人形劇フェスタで人形劇に触れ，良かったという経験がある 2（20. 0）

表10：保護者への人形劇フェスタの情報提供
およびワッペン購入の案内　　

n＝24（回答者全園）　単位：園（％）
情報提供やワッペン購入の案内をし
ている 24（100）

情報提供やワッペン購入の案内をし
ていない 0
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保育内容は保育者の一方的な関心や考えから
決定されるのではなく，園または家庭や地域で
の経験をもとに生じた子どもの興味関心・発想
との擦り合わせのなかでつくられていく。そし
て，子どもの家庭や地域での経験は，その経験
を共に行う保護者の価値観や関心が大きく影響
していると考えられる。こうしたことからは，
保育内容は，保育者と子どもと保護者の三者に
よって構築されるといえる。

幼稚園・保育園が，人形劇を教育課程・保育
課程に組み入れる理由に「人形劇フェスタがあ
ることで保護者や子どもが人形劇に親しんでい
る」ことを挙げていることは，つまり，幼稚
園・保育園は人形劇フェスタが広く市民に浸透
していると判断し，まちづくりへの人形劇フェ
スタの存在を評価していると考えることができ
る。これは，幼稚園・保育園が人形劇のまちづ
くりを深く理解し，次の 2 点で人形劇のまちの
核となる地域文化である人形劇および人形劇
フェスタという地域文化を支えることに繋がっ
ていると考えられる。 1 点は保護者および子ど
もたちの人形劇フェスタへの参加を推進するこ
と，もう 1 点は子どもたちが人形劇フェスタに
参加したことによって園の人形劇活動が充実し，
人形劇文化の継承がなされるということである。

Ⅳ　飯田市の幼稚園・保育園の全保護者の人形
劇および人形劇フェスタに関する意識および
観劇経験に関する実態調査
人形劇のまちづくりの中核をなす人形劇フェ

スタが35年間継続開催されるなか，幼稚園・保
育園の保護者は，人形劇および人形劇フェスタ
をどのように理解しているか，また，実際に人
形劇フェスタに参加しているのか。その実態を
把握し，人形劇フェスタの市民への浸透の実態
を把握し，そこに幼稚園・保育園がどのように
かかわっているか検証する。

Ⅳ－ 1　調査概要
調査概要は以下のとおりである。

①実施期間：2014年 3 月。
②対象者：飯田市内全幼稚園 6 園（公立 1 園，

市立 5 園）・全保育園35園（公立17園，私立
18園），合計41園の全保護者（世帯数）。

③質問内容：人形劇フェスタへの参加実態，子
どもへの人形劇観劇推奨の意識，人形劇フェ
スタの理解，地域活動への意識および参加実
態など。

④配布および回収方法：飯田市健康福祉部子育
て支援課より各園に配布，園が保護者に配布
した。回収は，保護者が封緘した回答を園に
提出し，園がまとめて子育て支援課に届けた。

⑤回収率：66. 8％（配布3038，回収2028）。
⑥有効回答率：99. 1％（回収：2028，有効回答

数：2010）

Ⅳ－ 2　調査結果
Ⅳ－ 2－ 1）人形劇フェスタへの参加

人形劇フェスタ2013への参加は，表11に示し
たように保護者の約50％が参加していた。参加
形態は，表12に示したように，約95％が観劇参
加であった。

Ⅳ－ 2－ 2）子どもの人形劇観劇推奨の意識
子どもへの人形劇観劇推奨の意識については，

表13に示したように約80％が積極的に観せたい
と考えている。その理由は，表14に示したよう
に，「子どもが喜ぶ」が約90％，「子どものため
になる」が約60％であった（複数回答）。

あわせて，大人だけの観劇については，表15

表11：人形劇フェスタ2013への参加

n＝2010　単位：％
参加した 48. 1
参加しなかった 51. 2
その他 0. 7

表12：人形劇フェスタ2013への参加形態

（複数回答）　n＝967　単位：％
観劇 94. 8
上演 0. 4
地区実行委員 5. 4
本部実行委員 0. 8
ボランティアスタッフ 1. 9
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に示したように「行ってもいいと思うが行かな
い」「行かない」が合わせて90％以上となり，
自分が観たいから行くのではなく子どもに観せ
たいから人形劇フェスタに引率者として観劇参
加しているといえる。Ⅳ－ 2 － 1 ）に示したよ
うに，保護者の人形劇フェスタへの参加割合は
高いが，子どもの人形劇観劇を主たる目的とし
た結果と考えられる。

Ⅳ－ 2－ 3）人形劇フェスタへの理解
人形劇フェスタは飯田市や市民にとってなく

てはならないものと考えているかについては，
表16に示したように，「とてもそう思う」「まあ
まあそう思う」を合わせると80％を超える保護
者がなくてはならないものと評価した。

その理由として，表17に示したように，市や
市民にとって人形劇フェスタはどのように役
立っているかの問いには，「地区公民館等の身

表13：子どもへの人形劇観劇の推奨

n＝2010　単位：％
積極的に観せたいと考える 79. 0
積極的に観せたいとは考えない 14. 1
その他・ＮＡ 6. 9

表14：子どもに人形劇を観せたい理由

（複数回答）　n＝1588　単位：％
子どもが喜ぶ 87. 1
子どものためになる 61. 7
自分が楽しい 34. 3
安価である 7. 4
その他（飯田の文化だから。親子と
もに楽しめるから。） 5. 3

時間がつぶせる 5. 0

表15：大人だけの観劇について

n＝2010　単位：％
実際に行くことがある 4. 5
行ってもいいと思うが行ったことは
無い 49. 3

行こうと思える人形劇が無い 4. 0
行かない 38. 6
その他 0. 3

表16：人形劇フェスタの評価

n＝2010　単位：％
人形劇フェスタは市や市民にとってなくてはなら
ない
とてもそう思う 30. 3
まあまあそう思う 2. 6
あまりそう思わない 12. 7
思わない 0. 5
ＮＡ 0. 8

表17：人形劇フェスタが飯田市や市民に役立っている理由

（複数回答）　n＝2010　単位：％
地区の公民館等の身近な場所で子どもたちが人形劇を楽しめる 70. 4
飯田市のシンボルとして誇れる催し 51. 8
世界の人形劇文化に触れることができる 48. 0
市民が人形劇をたくさん観ることができる 44. 0
飯田市の知名度を上げる催し 32. 5
日本中から多くの人が集まって市内各地がにぎわう 30. 3
市民が人形劇団の人との出会いを楽しむことができる 21. 9
中高生のボランティアが生き生きと活動する場 14. 1
地元のアマチュア劇団の増加に影響し文化活動を活発にする契機 14. 0
経済効果を上げている 12. 4
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近な場所で子どもたちが人形劇を楽しめる」こ
とに70％を超える保護者が価値を認めていた

（複数回答）。人形劇フェスタの特徴である市内
全域にわたり上演会場が設営される地区公演に
よって，市民が自分たちの生活圏で人形劇を楽
しむことを可能にしている点を評価している。
また，35年間継続開催されるなかで，人形劇の
まち飯田のシンボルとして飯田市民が誇りと思
えるものとして位置づいている点を50％の人が
評価している。

Ⅳ－ 2－ 4）�人形劇フェスタに参加したことに
よる地域への関心の拡がり

まちづくりを目的とした人形劇フェスタへの
参加が，地域への関心を拡げ地域活動に積極的
に参加する人づくりにつながっているか。その
実態を把握するため，2013年の人形劇フェスタ

への参加の有無と，公民館活動および自治会活
動への関心と活動への参加についての相関をみ
た。結果は，表18～21のとおりである。

公民館活動への関心，公民館活動への参加，
自治会への関心，自治会への参加の全てにおい
て，人形劇フェスタに参加した人の方がしない
人に比べて関心を持ち，積極的な参加がみられ
た。親子で人形劇観劇を楽しむというかたちで
人形劇フェスタに参加したことが，保護者に
とっては，地域の文化活動への参加として地域
に視点を向けるきっかけになっていると考えら
れる。

Ⅳ－ 3　考察
飯田市内の幼稚園・保育園の保護者は，子ど

もに人形劇を積極的に観劇させたいと考え，約
50％の保護者が人形劇フェスタに参加し人形劇

表18：人形劇フェスタへの参加・不参加別公民館活動への関心

公民館活動への関心
とてもある まあまあある あまり無い 全く無い n

2013年の人形
劇フェスタ

参加した 6. 2 52. 9 35. 6 5. 3 n＝960
参加しない 2. 4 37. 0 46. 9 13. 7 n＝1024

単位：％

表19：人形劇フェスタへの参加・不参加別公民館活動への参加

公民館活動への参加
とても積極的 まあまあ積極的 やや消極的 全く消極的 n

2013年の人形
劇フェスタ

参加した 2. 9 36. 0 38. 9 22. 2 n＝959
参加しない 1. 6 20. 4 37. 4 40. 6 n＝1024

単位：％

表20：人形劇フェスタへの参加・不参加別自治会への関心

自治会への意識
とてもある まあまあある あまり無い 全く無い n

2013年の人形
劇フェスタ

参加した 3. 5 47. 9 38. 1 10. 6 n＝957
参加しない 0. 9 30. 6 47. 1 21. 4 n＝1021

単位：％

表21：人形劇フェスタへの参加・不参加別自治会活動への参加

自治会活動への参加
とても積極的 まあまあ積極的 やや消極的 全く消極的 n

2013年の人形
劇フェスタ

参加した 3. 3 36. 2 38. 8 21. 7 n＝959
参加しない 0. 6 22. 3 36. 1 41. 1 n＝1020

単位：％
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を観劇している。こうした保護者は，人形劇は
子どもが喜ぶから，また，子どものためになる
と理解し，保護者として同伴し人形劇を観劇し
ている。つまり，自分自身が人形劇を観て楽し
みたいからというよりは，子どもを主とした観
劇であり，保護者には，まちづくりを目的とし
た市民文化活動である人形劇フェスタに観劇と
いうかたちで参加しているという意識はなく，
自身の子どもに人形劇を観せたいという個人的
な思いが優先したなかで人形劇フェスタに参加
している。

しかしながら，アンケート結果に明らかなよ
うに，人形劇フェスタに参加した人の方がして
いない人に比べ，公民館や自治会といった地域
活動に対して関心を持ち参加に意欲を持ってい
る。つまり，まちづくりの一旦を担う市民文化
活動として意識することなく人形劇フェスタに
参加したことが，地域活動への関心を喚起させ
るきっかっけになっているといえる。人形劇
フェスタは，市内全域の公民館，学校や保育園，
寺社等を上演会場に地区公演が開催され，そこ
に地元の公民館役員やその他地区の諸団体ある
いは個人がボランティアとして運営に携わって
いる。観劇を目的に参加した保護者や子どもた
ちは，人形劇に触れるだけでなく，地域の人と
の出会い，地域活動の一端に触れることになっ
ているのである。

Ⅴ　まとめ─幼稚園・保育園が果たす地域文化
を支える役割と課題─
Ⅴ－ 1 �　地域文化を支える幼稚園・保育園の役

割
人形劇フェスタが多くの市民の参加を得て35

年間継続開催を続けてきた背景には，観客とし
て多くの市民が参加していたことが重要な要因
であったことが指摘できる。その観客の多くを
幼児とその保護者が占めていることから，本稿
では，幼児の通園する幼稚園・保育園が地域文
化である人形劇フェスタにどのように関わって
いるのか，そして幼稚園・保育園が人形劇フェ
スタという地域文化を支えるのにどのような役
割を果たしているのかを検証した。その結果，

以下の 3 点が指摘できた。
1 点目は，園での子どもたちへの人形劇文化

の伝承が，家庭・保護者の行動にまで影響を及
ぼしているということである。

飯田市内の幼稚園・保育園では，教育課程・
保育課程に積極的に人形劇を組み入れていた。
そのため，子どもたちは，日常的な遊びの活動
から発表会や観劇会などの特別な行事等の園の
保育活動を通し，さまざまな形で人形劇を観た
り演じたりという経験を数多く持つことができ
る。これによって人形劇の面白さを味わい，人
形劇を身近な文化として感じることができるよ
うになっている。

そして，子どもが園で得た学びは家庭の保護
者に伝えられ，保護者の人形劇理解に影響を与
えることとなり，飯田市民の人形劇理解の拡充
に結びついていると考えられる。保護者は，人
形劇は子どもが喜んで観る舞台芸術であり，子
どもの発達における教育的意義を有するものだ
と理解し，子どもに人形劇を積極的に観せたい
と考えるようになるのである。こうして，保護
者は，家庭においても積極的に子どもに人形劇
を観劇させようと，共に人形劇フェスタに参加
し，人形劇を観劇すると考えられる。

2 点目は，保護者への人形劇情報の提供が，
家庭・保護者の人形劇フェスタへの参加を促進
させるということである。

幼稚園や保育園が家庭に対し人形劇および人
形劇フェスタの情報を提供することで，保護者
は子どもにとっての人形劇の教育的価値を理解
し，実際に催事に出掛けて人形劇を子どもに観
せようというきっかけを与えることになる。こ
うした情報に促進され，保護者が積極的に子ど
もを同伴して人形劇フェスタに観劇参加するこ
とで，市民文化活動である人形劇フェスタは成
り立ち，地域の人形劇文化が継承されていくこ
とになるのである。

3 点目は，幼稚園・保育園からの情報に促進
されて，人形劇フェスタに参加したことをきっ
かけに，保護者は地域活動に関心を持ち，まち
づくりの活動に積極的に参加するようになるこ
とが期待できるということである。
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子どもが幼稚園・保育園で人形劇に関心を
持ったこと，また，園からの人形劇フェスタに
関する情報の提供があったことで，保護者は子
どもを同伴して人形劇フェスタに参加する。こ
の経験が，保護者，特に若い母親たちが人形劇
フェスタを支える地域社会の活動に関心を持ち，
積極的に地域活動に参加するきっかけとなるこ
とが考えられる。地域社会の自治活動への若い
世代や女性の参加は活発ではないのが実情であ
るが，幼稚園・保育園を通して女性が地域活動
に対する理解を深め，参加する契機となるとい
う意味で，幼稚園・保育園の活動は，まちづく
りに貢献し，その成果が出ているといえる。

Ⅴ－ 2 �　地域文化を支える存在としての幼稚
園・保育園の今後の課題

飯田市の幼稚園・保育園においては，今まで
も保育の現場に人形劇を組み入れてきたが，そ
れは人形劇の教育的意義の観点からであり，幼
稚園・保育園という教育・保育機関としての地
域貢献という社会的意義を認識するというとこ
ろにまでは至っていなかったのではないかと思
われる。幼稚園・保育園の保育活動は，各園の
独自性に委ねられているが，次世代を担う子ど
もたちを育成するという社会的責任を保育に反
映することも今後は求められていくであろう。
人口減少地域である飯田市においては，ふるさ
と飯田を愛する心を持った次代を担う人材の基
盤を育てることが求められ6），各幼稚園・保育
園はそれに応えていく一定の責任があると考え
る。飯田市における幼稚園・保育園への人形劇
の導入は，「人形劇のまち飯田」を愛する人材
の育成という社会的意義を果たしているという
事実を認識し，今後幼稚園・保育園が地域の文
化資源の継承者としての役割をより積極的に果
たすことが望まれる。

註
1 ）2007年 7 月，文部科学省より学校教育法の一

部改正が通知され，「幼稚園においては，保
護者及び住民その他の関係者からの相談に応
じ，必要な情報の提供及び助言を行うなど，
家庭及び地域における幼児期の教育の支援に
努めるもの」（第24条）とした。

2 ）2001年11月に公布された，児童福祉法の一部
改正において，「（第十八条の四）この法律で，
保育士とは，第十八条の十八第一項の登録を
受け，保育士の名称を用いて，専門的知識及
び技術をもつて，児童の保育及び児童の保護
者に対する保育に関する指導を行うことを業
とする者をいう」と，保育士の業務に保護者
に対する指導が付加された。

3 ）2007年改定の保育所保育指針第 6 章保育者に
対する支援 3 地域における子育て支援におい
て，⑴ア地域の子育ての拠点としての機能と
して，子育て家庭への保育所機能の開放，相
談援助の実施，交流の場の提供などが明示さ
れた。

4 ）文部科学省，2013年 1 月，第 1 回地域活性化
の推進に関する関係閣僚会合資料「文部科学
省による地域活性化への動き～活力ある地域
コミュニティ形成に向けて～」http://www.
kantei .go . jp/jp/singi/t i ik i/platform/
kakuryo/dai1/siryo3.pdf

5 ）いいだ人形劇フェスタ10周年記念誌編集委員
会，2009，『いいだ人形劇フェスタ10周年記
念誌　つながってく～人形たちとあゆんだ30
年～』，87－98

6 ）飯田市教育委員会が2010年に示した「飯田市
教育振興基本計画（2010～2016）」には，飯
田の資源を活かして，飯田の価値と独自性に
自信と誇りを持つ人を育む力「地育力」によ
るこころ豊かな人づくりを基本目標とし，故
郷への愛着の育成をねらう取り組みが示され
ている。
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